
氏名 渡辺　晃宏

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

不開講

授業科目

学部担当科目

・史学研究法
・史料研究Ⅰ(二)
・日本史基礎講義Ⅰ
・史料講読Ⅰ(一)
・史料講読Ⅱ(一)
・史料講読Ⅲ(一)・日本史講読Ⅱ(一)
・史料講読Ⅳ(一)・日本史講読Ⅱ(一)
・史学演習Ⅰ(一)・史学演習Ⅲ(一)
・史学演習Ⅱ(一)・史学演習Ⅳ(一)
・史学演習Ⅰ(二)・史学演習Ⅲ(二)
・史学演習Ⅱ(二)・史学演習Ⅳ(二)

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

木簡学会

東京大学大学院人文科学研究科国史学専門課程博士課程単位取得退学

文学修士

日本古代史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｓ）「木簡等の研究資源オープンデータ化を通じ
た参加誘発型研究スキーム確立による知の展開」（2018年度―2022年度）の研究分担者（研究代
表者：奈良文化財研究所・馬場基）
・日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ａ）「荘園絵図調査・解析方法に関する総括的研
究と汎用的な歴史地理情報への応用研究」（2022年度―2026年度）の研究分担者（研究代表者：
東京大学史料編纂所・井上聡）

日本古代律令制と出土文字資料研究

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・文化庁文化審議会文化財分科会第一専門調査会専門委員
・福岡市史編集委員会古代専門部会委員
・木簡学会委員（副会長）
・京都橘大学非常勤講師（後期）
・独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所客員研究員
・法隆寺史編纂委員
・石山寺文化財綜合調査団団員

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・通信教育部長
・美術部顧問

専門分野

大学院博士後期課程
担当科目

不開講

通信教育部担当科目
・史学演習Ⅱ（在宅特別スクーリング）
・卒論指導



単著

単著

単著

講演

講演

オンライ
ン講座

平城遷都が古墳の削平・河川の付け替
えなどの大土木工事を伴うものだったと
いう、教科書には出てこない知られざる
歴史事実を紹介するもの。

上野三碑が造られた時代を概観し、上
野国関係の木簡など出土文字資料を
紹介し、律令制下の上野国の特色を明
らかにするもの。

②일본고대목간의폐기와재사

용（日本古代木簡の廃棄と再利

用）

③「教科書では教えてくれな
い、平城京へのお引っ越し！そ
の時現場では」

①壬申の乱と律令国家建設へ
の道

（その他）

②上野三碑とその時代 ―史料
からみた古代上野国と律令国
家―

(著書）

（学会発表）

壬申の乱の際の大海人皇子の行程を
辿り、その経緯と歴史的意義について
考えるもの。

日本古代の木簡の廃棄と再利用の実
態について、実例に基づいて論じ、日
本木簡の特性を解明するもの（前年度
の研究発表に基づいて成文化）。403-
433頁

①上野三碑の時代―木簡から
みた上野国と律令国家の税制
―

③書式と墨書媒体―神祇令集
解孟夏条の議論から―

研究業績[著書、学術論文等]

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

神祇令集解にみえる行読みと段読みに
関する議論を手がかりに、墨書媒体の
形状が読む順序を規制した可能性を
探ったもの。1-18頁

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

平城宮跡にぎわいづく
り実行委員会・奈良県・
奈良市主催

群馬県立歴史博物館 
第107回企画展 上野
三碑の時代―7・8世紀
の都と東国―講演会
⑥

第16回高校生歴史
フォーラム

2023年2月

2022年11月

2022年11月

『上野三碑の時代―7・
8世紀の都と東国』（群
馬県立歴史博物館第
107回企画展展示図
録）

『奈良史学』40

『나무에서 종이로

고대 동아시아의 기록

문화』（『木から紙へ

古代東アジアの記録文
化』

2022年10月

2023年2月

2022年12月

上野国関係の木簡を手がかりに、国ご
との荷札木簡の特徴を、7世紀から8世
紀への変遷も視野に入れながら比較検
討したもの。18-33頁


